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大
な
牧
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地
で
放
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れ
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る
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ャ
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ー
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▲

柵越しの哺乳。子牛は草原はずれの小屋で
飼われており、母牛がときどき訪れて柵越
しに哺乳していた。現在は乳離れした＝６
月#日、八ケ岳中央農業実践大学校

ジャージー牛の放牧風景

!

６月$日、八ケ岳中央農業実践大学校

放
牧
地
に
設
置
さ
れ
た
搾
乳
施
設
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
の
搾
乳
を
行
う
同
校
職
員
で
飼
育
担
当
の
菊
島

永
詞
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）
と
石
原
直
子
さ
ん

（
左
端
）。同
校
の
学
生
た
ち
も
搾
乳
を
学
ん
で
い

る
!
７
月
$
日
、
八
ケ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校

今
年
６
月
か
ら
、
顔
が
し
ゃ
く
れ
、
毛

色
が
茶
色
か
ら
黒
褐
色
を
し
た
小
型
の
ウ

シ
を
昼
夜
を
問
わ
ず
大
学
校
の
草
原
に
放

し
て
飼
っ
て
い
ま
す
。
午
後
２
時
頃
に
そ

れ
ら
の
ウ
シ
を
草
原
は
ず
れ
の
一
か
所
に

集
め
、
牛
乳
を
搾
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、

お
母
さ
ん
に
な
ら
な
け
れ
ば
ミ
ル
ク
は
出

ま
せ
ん
の
で
、
子
牛
が
い
ま
す
。
子
牛
は

草
原
は
ず
れ
の
小
屋
で
飼
わ
れ
て
お
り
、

母
牛
が
時
々
訪
れ
て
柵
越
し
に
哺
乳
を
し

て
い
ま
す
。
ウ
シ
の
母
子
関
係
は
ヤ
ギ
と

同
じ
「
置
き
去
り
型
」
な
の
で
、
子
牛
は

お
腹
が
す
か
な
い
限
り
母
牛
を
呼
び
ま
せ

ん
。
子
牛
と
半
々
に
分
け
る
よ
う
に
ミ
ル

ク
を
搾
っ
て
い
ま
す
。
一
日
７
～
８
時
間

も
草
を
食
べ
て
い
る
の
で
、
市
販
の
牛
乳

と
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
原
料
で
あ
る
β

－

カ
ロ
テ
ン
（
草
の
赤
橙
色
）
や
免
疫

機
能
を
高
め
、
体
脂
肪
を
減
ら
す
効
果
が

あ
る
共
役
リ
ノ
ー
ル
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
放
牧
牛
乳
に
は
草
に
含
ま
れ

る
緑
の
天
然
色
素
（
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
）
か

ら
く
る
ニ
オ
イ
が
含
ま
れ
る
の
が
最
大
の

特
徴
で
す
。
飲
ん
だ
時
、
わ
か
る
か
な
？

佐藤衆介（さとう・しゅうすけ）
１９７８年に東北大学大学院農学研
究科博士課程修了。８０年から宮崎
大学助手、８８年から同大助教授を
務める。９４年に東北大学助教授に
着任。２００２年からは農業・生物系
特定産業技術研究機構畜産草地研
究所放牧管理部長。０５年から東北大学大学院教授を
務める。同大名誉教授。１５年からは帝京科学大学教
授。１９年に八ケ岳中央農業実践大学校（原村）の畜
産部長となり、現在に至る。主な著書は「アニマルウ
ェルフェア」（東京大学出版会、２００５）など。

牛
は
舌
で
草
を
絡
め
と
る
食
べ

方
を
す
る
!
７
月
"
日
、
八
ケ

岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校

▲

１ ジャージー牛を昼夜放牧

草
原
で
牛
乳
を
搾
っ
て
い
ま
す


